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Intel命令セットとCPUマイクロアーキテクチャの拡張の方向性
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旧トレンド
CPU業界ではCPUコアのパフォーマンスを
年に約50%づつ引き上げて来た。
主に動作周波数とマイクロアーキテクチャ
の改良によるが、命令セットの拡張も行わ
れた来た。
整数演算と浮動小数点演算の両方をアッ
プしつつ、ベクタ演算を加えて来た。

新トレンド?
CPUコアのパフォーマンスをより大きく引
き上げる。
主に命令セットの拡張とそれに合わせた
マイクロアーキテクチャの改良による。
ベクタ型の浮動小数点演算にフォーカス
して行く

現トレンド
Intelは、CPUコアのパフォーマンスを年15%づ
つ引き上げている。
主に動作周波数とマイクロアーキテクチャの
改良による。
命令セットの拡張は小幅だが連続的。
性能向上に占める、浮動小数点ベクタ演算の
比重が強まりつつある。

同じソフトウェアの性能が、CPUコア
の進化によって自動的にアップする

シングスレスレッドの性能アップは鈍化。
マルチコア化に対応した、ソフトウェアの
マルチスレッド化によって性能をアップ

新命令への積極的な対応と、マルチス
レッド化によって性能をアップ
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